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研究成果の概要（和文）： 本研究目的は，INPH認知症への適切なケアを事前に『計算知能技術を用いたシミュ
レーションで経験できる認知症ケア教育プログラム』を開発しその効果を検証することである。第Ⅰ研究では、
INPH認知症の病態別ケア方法を先行レビューと認知症ケア上級専門士の知見より明確化した。第Ⅱ研究では、
INPH認知症ケアに関するシナリオを作成し、第Ⅲ研究ではアルツハイマー型認知症とINPH認知症ケア学習支援シ
リアスゲームソフトの開発、第Ⅳ研究では認知症ケア学習支援シリアスゲームソフトの妥当性の評価を行った。
病院看護師、ケアスタッフでは認知症支援シリアスゲームソフトの効果が有意に見られたが、看護系大学生では
なかった。

研究成果の概要（英文）： The present study aimed to examine an effective program using serious 
educational games for stimulating elderly patients with INPH dementia. First stage: We reveal care 
for elderly patients with INPH dementia Nursing Japanese research trends in by conducting databank 
of IGAKU CYUOU ZASHI. Second stage: A scenario for an educational program was created by reviewing 
results from the first stage. Third stage: Software for serious games targeting elderly patients 
with Alzheimer’s disease and INPH dementia was developed based on the scenario from the second 
stage. Forth stage: The developed software was evaluated among nurses, caregivers, and nursing 
students. As a result, a significant effect was observed in nurses and caregivers, but not in 
nursing students. These results suggest the need to continue research to validate the effect of 
serious game software for elderly patients with dementia.

研究分野：高齢者看護
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１.研究開始当初の背景 

 認知症と診断された患者のなかに，外科的
治療によって症状の改善をみる “治療可能
な認知症”である特発性正常圧水頭症 (以下
INPH とする)がある。日本では SINPHONI

による多施設共同前向き臨床試験の成果も
得られ，世界的にエビデンスレベルの高い先
行研究も増加している。しかしそれらの背景
に反して，INPH に関する看護や看護教育研
究は少ない現状にある。また認知症は「中核
症状」「周辺症状」より構成されており，関
わるスタッフの対応によって「周辺症状」の
出現は異なり，ケアを提供するスタッフの経
験知が，認知症ケアの質を左右する。つまり，
認知症ケアを提供する看護職やケアスタッ
フの認知症ケアに関して，効果的・合理的に
経験知を積み重ねることが重要といえる。こ
れらより，「INPH 認知症ケアの経験知」を
得るためには，実際の医療現場では，多くの
症例を体験することが必要であり，適切なケ
アを提供するまでに多くの時間を要する。 

 

２.研究の目的 

 本研究目的は，INPH 認知症への適切な対
応（ケア）を事前に『計算知能技術を用いた
シミュレーションで経験できる認知症ケア
教育プログラム』としてシリアスゲームを開
発し，その効果を検証することを目的とする。 

 

３.研究の方法 

 本研究では，目的達成のため，以下によう
に研究をⅣ段階に分け，遂行する。 
第Ⅰ研究：INPH 認知症の病態別対応（ケア）
方法の明確化 
第Ⅱ研究：INPH 認知症ケアに関する状況設定
（シナリオ）作成 
第Ⅲ研究：INPH 認知症ケア学習支援シリアス
ゲームソフトの開発 
第Ⅳ研究：INPH 認知症ケア学習支援シリアス
ゲームソフトの妥当性の評価 
 
４.研究成果 
第Ⅰ研究：INPH 認知症の病態別対応（ケア）
方法の明確化 
第Ⅱ研究：INPH 認知症ケアに関する状況設定
（シナリオ）作成 
(1).研究計画,実施体制の組織化 
 研究実施体制の組織化を行い，研究計画の
遂行のための役割分担を確認した。 
①研究倫理委員会に申請，承認を得た。 
②研究協力施設への依頼と承諾を得た。 
 
(2).第Ⅰ研究：INPH 認知症の病態別対応（ケ
ア）方法の明確化 先行研究レビュー  
①先行研究より，INPH 認知症の病態による認
知症状の進行や対応の差異やその対応につ
いて明らかにし，認知症の病態別対応（ケア）
を明らかにした。また著者らの先行研究，図
書や医学中央雑誌，Pubmed 等のデータベース
を用いて，INPH についての病態による症状や

その対応について，文献のシステマティック
レビューを行い，開発するシステムに必要な
内容を抽出した。 
 
(3).先行研究レビューの確認 

先行研究レビューより，INPH の病態による
症状やその対応について内容をまとめ，本研
究担当者，認知症ケア上級専門士で検討した。
そして，これらの INPH 認知症ケアに関する
認知・認識度を明らかにするためアンケート
を行った。対象は，高齢者施設に勤務するス
タッフ 200 人に行った。 

その結果，回収率は 88。5％で，有効回答
数は N＝177 部であった。性別は，男性 67 人
（37.9％），女性 104 人（58.8％）無回答 6
人（3.4％）と女性が多かった。年齢の最小
値は 19 歳，最大値は 65歳（平均値 37.1 歳），
経験年数の最小値は半年，最大値 45 年（平
均値 9.2 年 ）であった。職種別では，介護
福祉士が最も多く 78 人（44.1％），次いで看
護職 33 人（18.6％）であった。認知症の種
類別認知度では ，アルツハイマー型認知症
が最も高く「知っている」と回答した対象者
は 168 人（94.9％），次いで脳血管性認知症
が 141 人（79.7％） ，レビー小体型認知症
125 人（70.6％），前頭側頭葉型認知症（ピッ
ク病含む）114 人（64.4％），最後に INPH 型
認知症 36 人（20.3％）と最も低かった。認
知症別で認知度と経験年数の関係を一元配
置分散分析でみると INPH 型認知症が有意に
最も平均値が高く（11.8 年  p=0.014），他
の認知症に比して経験年数が高いほど認知
度が高い結果となった。 
 これらの結果より，INPH 認知症ケアに関す
る状況設定（シナリオ）作成と，シミュレー
ションを用いた認知症ケア教育教材の方法
論が効果的を検討する必要性が示唆された。 
 
(4).NPH 認知症の認知度に関するアンケート

調査の分析・検討 
平成 27 年度，INPH 認知症の認知度に関す

るアンケートを鳥取県米 子市にある高齢者
専門施設スタッフ 200人に独自で作成したア
ンケート調査を行い，平成 28 年度はその分
析・考察をすすめた。前年度 の調査より INPH
型認知症の認知度はアルツハイマー型，脳血
管性型，レビー小体型，前頭側頭型に比して，
最も認知度が低いことが明 らかとなった。
また INPH 型認知症の症状に関する知識も低
いことが明らかとなったことより，INPH 型認
知症シリアスゲームのシナリオ には，INPH
型認知症の疾患からの基礎的な医学的知識
から詳細な症状とそのケアの内容を含める
必要性が示唆された。 

 
第Ⅲ研究：INPH 認知症ケア学習支援シリアス
ゲームソフトの開発 
第Ⅳ研究：INPH 認知症ケア学習支援シリアス
ゲームソフトの妥当性の評価 

(1).シミュレーションを用いた認知症ケア



教育教材の方法論検討   

認知症全体の約５割を占めるアルツハイ

マー型認知症のシリアスゲームにて認知症

ケアがシミュレーション教育できるゲーム

を開発 した。日南病院の医療従事者 100 人

にパソコン上で行ってもらい，前後で「認知

症高齢者への態度尺度：Yamamoto ら，2015」

を用いて 評価を行った。その結果，有効回

答 88 人（88.0％）を得た。前後の態度尺度

点数をｔ検定したところ，ゲーム後に有意に

認知症高齢者へ の態度が好転した。またフ

リーアンサーより「ゲームで楽しく学べた」

や「認知症ケアに興味が持てた」と，シミュ

レーションを用いた認知症ケア教育におけ

るご意見を頂いた。  

 

(2).シミュレーションを用いた認知症ケア
ゲームの修正 

平成 27 年度，認知症全体の約半分を占め
るアルツハイマー型認知症のシリアス ゲー
ムを開発しＮ病院の医療従事者 88 人（有効
回答）に行ってもらった。評価は，シリアス
ゲーム前後にアンケートを行ってもらい， 
認知症高齢者への態度尺度点数を用いてｔ
検定にてゲームを行うことでの認知症高齢
者への態度の変化を検討した。その結果，Ｎ
病院 の医療従事者の認知症高齢者への態度
尺度平均点は，ネガティブ項目において有意
に減少し，ポジティブ項目において有意に増
加した 。これより，シリアスゲームを用い
た認知症ケア教育は，医療従事者の認知症高
齢者への態度を変化させることが示唆され
た。またフ リーアンサーよりアルツハイマ
ー型認知症ケアゲームや教員への具体的な
ご意見を頂いた。それらを参考にシミュレー
ションを用いた アルツハイマー型認知症の
シリアスゲームを修正し，関西圏にある看護
系大学 4回生約 5名に行ってもらいさらに内
容の検討を行った。 

 
(3）評価方法 
実験内容 

作成した教材の学習効率を評価するため
に,教科書 とシリ アスゲームの比較実験を 
行った。実験の対象 者として,関西福祉大学
看護学部の 3 回生と 4 回生 に協力を依頼し 
た。実験の手順を以下に示す。  
・ 実験の協力が得られた対象者の各学年を , 

無作為に教科書群とシリアスゲーム群に
割り当てた。 

・ 実験の 概要を説明し ,認知症に関する知
識 問題を回答シリアスゲームでの勉強方
法などの説明を 含め,30 分 ほどそれぞれ
の学習方法で学習  

・ 教科書,タ ブレットを 1 週 間貸し出し,
それぞれの都合に合わせて学習を行う  

・ l週間後に再度実験協力者を集め,認知症
に 関する知識問題とアンケートを回答 
知識問題については,40間 の 2択問題で

認知症の専 門家の指導のもと作成した。
アンケートについては , 年齢,性別,学
習時間,理解度に関する自己評価などを
含む内容で作成した。なお,実験協力者は
すべて看護学を専攻する学生である 。 
また，実験に際して,共同研究者の所属機
関における倫理審査委員会の審査を受け,
承認を得た上で実 施した。 

本実験における評価指標として,知識問題
の点数と学習時間を用いる。データの分析方
法については 以下の方法で行った。認知症
に関する知識問題の採点は,1 問 1 点 とし,
最高点数は 40 点 である。データの分析方法
は以下の方法で行った。知識問題の点数から
各群の平均点や標準偏差を求めた。各群のデ 
ータに正規性の検定(2 適合度検定)を行い,
正規分布に従っていることを確認した。次 
に,介入前と 介入後の群間比較において F検
定を行い,等分散性 であるかを確認した。正
規分布で対応がある場合 , 対応のある
Student’s  t-test を用い,また,対応がな
い 場合,対応のない Student’s t-test を用
いた。正規分布ではなく対応がある場
合,Wilcoxon 検定を用い,また,対応がない場
合,Mann Whitney 検定を用いた。 これらはす
べて p<0。05 をもつて有意差ありとした。ア
ンケートでは学習時間を単純集計で比較を
行った。 

学習時間について,3 回生教科書群の平均
学習時 間 35。0 分 に 対し ,シリアスゲー
ム 群の平均学習時間 が 41。8分であった 。
ま た,4 回生教科書群 59。2 分 に 対し ,シ
リアスゲーム 群 60。3 分という結果になっ
た 。 3 回生の実験協力者においては ,学習
時間の上昇が見られたが,4 回生の学習時間
に大きな変化は見られな かった。 

 
(4）考察 
 今回の実験では群間でテストの成績に有
意な差が なかった。これは,テスト問題が今
回の実験に適した内容ではなかったことが
考えられる。また,全体 的に問題の難易度が
低かったことも有意な差が得られなかった
要因として考えられる。また十分な検証を行
うために,実験協力者を増やし十分なデータ
で 再評価する必要も考えられる。学習時間
については 3 回 生の学習時間が大きく増え
たことに関して,老 年実習を行っていない
学生がシリアスゲームを通して実際のケア
を理解するために時間がかかったのではな
いかと考えられる。また,実験協力者によっ
て学習時間に多きくばらつきがあったため
にテストの成績同様,実験協力者を増やして
再評価する必要があると考えられる。 
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